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～認知症の本人と進めるまちづくり～

Ⅰ．研究の概要

Ⅲ．カフェの運営について
1.「注文をまちがえるカフェ」という名称では、

「認知症＝まちがえる人」というイメージが先行
することから、実施する店舗の名前を入れて「パ
ンテックおれんじカフェ」とした（図2）。

2.注文をまちがわないシステムとして、メニュー

を限定し、注文は、①レジでランチメニューと飲
み物を注文し、会計を済ませたお客様にナンバー
プレイトを渡し、席まで案内し配膳するというシ
ンプルなシステムにした。

3..開催は月1回、店舗が休みの月曜日（予約制）

とし、店舗内のテーブルの配置や動線の確認など
当事者目線で準備を行った。

Ⅱ．研究の内容
1.講演会の開催：「認知症の本人と進めるまちづ

くり」をテーマに当事者を講師に講演会およびパ
ネルディスカッションを開催した（図1）。
2.先進事例の調査および勉強会を開始した。
3..具体的な運営方法について検討した。

図1 講演会チラシ

▼定期的・継続的に開催した場合に期待される効果について

開催に向けて準備を進める過程で、COVID-19の感染症拡大により開催を中止しなければならなかった。その
ため、「パンテックおれんじカフェ」でのアクションリサーチができなかった。しかし、この取り組みを進める
ことで期待される効果として以下のことが考えられた。

①認知症当事者や家族にとって、「できることがある」ことが生きがいや喜びにつながる。

②学生や地域のボランティア（サポーター）や地域住民にとっては認知症等のバリアフリー社会の実現や方策に

ついて学ぶ場となる。

③この取り組みが、認知症等のバリアフリー社会づくりの先進モデルとして評価され、バリアフリー社会づくり

への波及効果となる。

今後、ワクチン接種が進み、感染症の終息が確認できれば、開催可能な状況である。

認知症になっても自分らしく生活できる環境づ
くりの取り組みとして、全国的に増えてきた「注
文をまちがえる料理店」の開催を検討し、既存の
カフェ店舗において、「注文をまちがえるカフェ
（仮称）」を定期的に開催することをめざし、そ
の運営方法について関係者の合意形成をすること
を目的とし取り組んだ。その結果、認知症のある
人が活動できる「パンテックおれんじカフェ」の
開催を計画することができた。

図２ 準備したチラシ（左） メニュー（右）


